
ナラ枯れ被害（カシノナガキクイムシ）駆除作業始まる

置賜地方で拡大しているナラ枯れ被害の駆除作業が、１１月８日から始まりました。

作業は、小国森林組合が請け負って行われ、道路事情などを考慮して、最初に長井市木

地山、次に小国町玉川、叶水、小国の順に行い、１２月初旬を目途に１，０２５本の被害

木に薬剤を注入する予定です。

また、来春に小国町舟渡で薬剤注入を予定しています。
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